
技術の特徴技術内容

• 世界最大級の NDS(SHRP2)の独自解析
• リアルワールドで抽出した特徴量から推定精度の高いモデルを構築
• 状態に応じた適切な介入技術を構築

• 自然運転データセット(NDS)の解析区間を拡張して時系列の特徴を詳細に抽出
• 表情、体の動きといったドライバーの特徴をドライバーモニタリングカメラで検知
• NDSに加えてドライビングシミュレーター(DS)での特徴を含めた推定モデルを構築
• 状態に応じた適切な介入を行う技術を構築

交通事故死者ゼロに向けたHonda独自のヒト研究

北米での事故削減に向けた状態推定技術

ドライバーに起因するリスクへの対応によって、北米でのリスキードライビングによる事故死者削減に貢献
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（クラッシュ等）
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■従来解析 ■独自の時系列解析
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表情･体の動き 運転行動
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状態推定
・怒り
・飲酒

体の動き

XGboost
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Model

介入技術

交通文脈

■アグレッシブ対応
音声による怒りの抑制
・認知変容
・怒りの散逸

■飲酒対応
飲酒と眠気の切り分けに
よる効果的な介入
・眠気：回復行動を促す
・飲酒：運転停止etc.

推定/介入技術の構築NDS独自解析

眉毛の動き
眼の動き
瞬き
口もとの動き
・
・

手の位置や動き
ステアリングを離すしぐさ
体の動き
・
・

車線を縫うように走行
短い車間距離
違法な追越
スピード違反
・
・

急ブレーキ
標識の見落とし
不適切なターン
・
・

判断ミスに関連

操作ミスに関連

従来解析では捉えられていなかった
ドライバー状態の時系列変化を含めた解析からリアルな特徴を把握

飲酒やアグレッシブに陥る感情状態を捉え介入技術によりリスクを低減、リスキードライビングの事故死者削減を目指す


